
[附属書Ⅲ] 

Ⅰ．報酬 0 円(内訳別表)

Ⅱ．直接経費 0 円

（１）旅費（航空賃） 0 円

内訳：

1) Cクラス

円× 往復＝ 円

2) Yクラス

円× 往復＝ 円

（２）現地関連費 円

内訳：

合意単価分 円× 0.00 人月＝ 0 円

定額計上分（○○○○経費） 円

円

（３）国内関連費 0 円

（４）機材費 0 円

（５）再委託費 0 円

0 円

Ⅲ．小計（Ⅰ+Ⅱ） 0 円

Ⅳ．消費税及び地方消費税の合計 0 円 （10％）

Ⅴ．合計 0 円

（６）※新型コロナウイルス感染症対策経費

・※新型コロナウイルス感染症対策経費の対象は、PCR 検査費、隔離施設への移動交通費（現地、本邦）、本
邦一時隔離にかかる日当・宿泊料、直接人件費相当額、緊急移送が含まれる旅行保険料の一部費用の計上分
（日当単価に 200 円加算）とする。なお、本経費は必要に応じて証拠書類に基づく実費精算とする。

現地一時隔離期間の日当・宿泊代及び緊急移送が含まれる旅行保険料の一部費用の計上分（日当単価に
200 円加算）については、現地関連費に計上し、精算時に当該保険の付保期間及び緊急移送が含まれているこ
とを確認できる内訳書を併せて提出するものとする。

の上、精算金額を確定する。

現地一時隔離日当・宿泊代及び
緊急移送保険料日当加算分

契約金額内訳書



担当業務
格付
(号)

月額（円） 業務人月 金額（円） 備考

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0 0 0 0.00 0

0.00 0

別表：報酬内訳

合計



（別添様式１）

2021年6月7日

Ⅰ　報酬 0 円

Ⅱ　直接経費 0 円

（１）旅費（航空賃） 0 円

（２）現地関連費（旅費：日当・宿泊費、一般業務費） 0 円

（３）国内関連費（一般業務費（報告書印刷費等）） 0 円

（４）機材費 0 円

（５）再委託費 0 円

合　計（入札金額） 0 円

消費税及び地方消費税の合計金額 0 円

総　計 0 円

入札金額内訳書

標記一般競争入札において応札した入札金額の内訳を以下のとおり提示します。

（一般競争入札（総合評価落札方式））

件名：××案件

●株式会社

入札書への添付は不要で

す。落札後、落札者のみ

から提出を求めるもので

す。

契約金額の内訳を協議す

るための資料ですので、

押印は不要です。



（別添様式１－２）

Ⅰ　報酬 0 円

0 円（1,000円未満切捨）

格付

（号）

0.00 0

Ⅱ　直接経費 0 円

（１）旅費（航空賃） 0 円（1,000円未満切捨）

航空券

クラス

(C/Y)

0

備考

小　計

備考

担当業務 月額（円） 作業人月 金額（円）

小　計

担当業務 回数
航空賃

単価（円）
金額（円）



（別添様式１－２）

（２）現地関連費（旅費（日当・宿泊費）） 0 円（1,000円未満切捨）

単価 合計 単価 宿泊日数 合計

0

金額（円）日数担当業務

滞在費
格付
（号）

日当（円） 宿泊費（円）



（別添様式１－２）

（２）現地関連費（一般業務費） 0 円(1,000円未満切捨)

費　目 内　訳 単価（円） 数量 金額（円） 備　考

0

（３）国内関連費（一般業務費 (報告書印刷費等)） 0 円(1,000円未満切捨)

費　目 内　訳 単価（円） 数量 金額（円） 備　考

0

（４）機材費 0 円（1,000円未満切捨）

費　目 内　訳 単価（円） 数量 金額（円） 備　考

0

（５）再委託費 0 円（1,000円未満切捨）

費　目 内　訳 単価（円） 数量 金額（円） 備　考

0

合　計

合　計

合　計

合　計



（６）※新型コロナウイルス感染症対策経費 0 円（1,000円未満切捨）

費　目 内　訳 単価（円） 数量 金額（円） 備　考

PCR 検査費 0

直接人件費相当額の待機費用 ●号 0

現地一時隔離にかかる日当・宿泊料 ●号 0

現地隔離施設までの移動費 0

本邦一時隔離にかかる日当・宿泊料 ●号 0

0

0合　計



（2022.04版）

基準日（注2）： 20○○年○○月○○日

氏名 担当分野 格付 所属先 生年月日 最終学歴 
(注1)

卒業年月
(注1)

□原　×子 交差点設計 ２号 新宿プラニング 19**年**月**日
○○工業大学卒

△△△大学院修了

　19**年3月

　200*年9月

○山　△男 交通計画 ３号 麹町設計 19**年**月**日 ○○工業高校卒 　197*年3月

□本　×夫 交差点設計２ ３号 麹町設計 19**年**月**日
○○工業大学卒

△△△大学院修了

　19**年3月

　200*年9月

注１：業務従事者の最終学歴（卒業年月）が大学院卒以上の場合、大学学歴と大学卒業年月もあわせて記載願います。

業務従事者名簿

注２：基準日について、新規契約は公示日を記載、継続契約は契約締結日を記載して下さい。 経験年数の起算は大学卒業翌年度の４月１日とし、公示日時点での年数を経験

年数とします。また、海外の大学等を卒業した場合においても、４月１日から起算する運用とします。なお、継続契約において業務従事者の追加や交代がある場合には、次

期継続契約にかかる打合簿承認日が属する年度にて、経験年数をカウントします。


